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パイロット不足を解消するための養成課程の効率化、空飛ぶクルマの早期実用化のため、航空機の
操縦訓練や試験評価を地上で効果的に実施可能な飛行訓練装置（FTD：Flight Training Device）を開発、
製品化する。
既に製品化の目途が立っている単発固定翼機向けFTDの技術を発展させ、多発固定翼機及び回転
翼機のFTDを開発する。 また、各機種のFTDの構成品をモジュール化し、eVTOL（空飛ぶクルマ）等の新
型航空機に合わせて柔軟にカスタマイズ可能なシミュレーション・プラットフォームを構築する。

本研究開発では、低コストな飛行訓練装置（FTD）を多様な航空機に対応させることを目標として、以下
のPoCの達成を目指す。
① 多発固定翼機向けFTD（国土交通省認定基準におけるFTDレベル5相当）の開発
② 回転翼機（ヘリコプタ）向けFTDのコンセプトモデル開発
③ 空飛ぶクルマ等の新型航空機向けFTDの市場調査及びコンセプト立案

① エアラインとの協力により多発固定翼機向けFTDの要素レベルでの実証（視界装置、操作パネル
等）を完了した。FTD全体の実証及びレベル5達成に向け、今後も開発を継続する。

② 回転翼機向けFTDのコンセプトを立案しプロトタイプ製作、操縦訓練事業者での運用評価、フィード
バックによる性能向上を完了し、良好な評価を得て製品化の目途が立った。

③ 空飛ぶクルマ（eVTOL）開発企業2社との協力体制を確立し、eVTOL向けシミュレーション・プラット
フォームのコンセプト立案、PoCの目標を超えるプロトタイプ製作まで達成できた。
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単発機固定翼(開発済み） PoC1：多発機固定翼(製品化開発）

PoC2：回転翼機(プロトタイプ開発） PoC3：新型航空機(コンセプト設定）

Next Step（事業終了後）

製品化開発 機体メーカーとの共同開発、VC提案
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事業期間中のPoC


